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は じめに
先 のMuseumStudylに,GeoffreyD.
Lewis氏の 英 国 の 博 物 館 史 に 関 す る論 文
(Collections,collectorsandmuseumsin
Britaintol920)の抄訳を掲載 し,1920年以
後 につ いての同氏 の論文 も引 き続 いて紹介 す
ると述 べたが,こ れに先立 って,19世 紀英国
にお ける博物館 のさまざまな動 向を,も う少
し詳細 に跡 づけてお く必要 があ ると思 ったた
め,本 稿を間 に挟 ませていただ くことにす る。
19世紀英国 の博物館 の発達
ルイス論文(Lewisl984)に明 らかなよ う
に,19世紀英国 は,ま さに第1次 博物館時代
といって よい博物館創設 ラッシュの時代で あ
る。
19世紀 の初 め,前 代 のGabinet,Curiosity
の系譜 に連 なるアシュ トン ・リーバ ーや ウ ィ
リア ム ・ビュロ ックの コ レク シ ョンの展 覧
は,な お大衆 に人気 の あ る見せ 物 であ った
(Murray1904,Altickl978)。17～18世紀か
ら続 くこう した見せ物が,博 物館 という存在
を ポピュラーな もの とす る役割を果 た して き
た といえ る。
19世紀 に入 ると,こ の時代か らは,さ まざ
まな学術団体が結成 され,そ れ らの多 くが,
コ レクシ ョンを形成 し,博 物館を創設 して い
くという様子 が見え る(Murray1904,Lewis
l984)。
19世紀 の中頃に は,地方都市 での博物館創
設 が始 ま り,図 書館 と ともに地域 の社会教育
施設 として位置付 け られて,開 館が相次 ぐ。
1860年まで に,英 国 に は約90の 博 物 館 が
あ ったとい うが(Lewl984),その大半 は,こ
うした地方都市 や,地 方 の学術団体 の設立 し
た博物館で あ り,そ の設立 の契機 となったの
は,1845年の 「博物館法」 であ る。
また,今 日の博物館 の教育活動 にっ なが る
重大 な動 きが形作 られるの も,19世紀後半の
事で あ り,そ の最 も先進的 な例 をサウスケ ン
ジ ン トン博 物館 に見 る ことが で き る。 これ
は,ヘ ンリー ・コールの主導 になる もので,
学生 と一般大衆 を対象 と した多 くの教育 プロ
グラムを開発 し,実 施 して いる。 コール は,
博物館 という ものを,実 際の具体的 なものを
使 って,老 若の一般大衆の教育 に奉仕す る機
関で あると定義 し,組 織的 な教育バ イアスの
高 い展示を企画 し,資 料の貸出,巡 回展示,
夜間開館(こ の ため に,開 館当初か ら,当 時
はまだ ほとん ど採 り入れ られて いなか った展
示室 の ガスによ る照 明を設備 して いる),特
別展な どの催 し,パ ーティ,講 演会,実 技 教
室,セ ミナー,出 版 といった,今 日か ら見て
も遜色のな い,多 彩 な教育 プログラムを実 施
して いた(Alexanderl983,Physickl982,
Goodwinl990)。
博物館 展示 の改 革 の始 ま りも19世紀後半
の ことで,解 説 ラベ ル(題 箋)の 登場,生 態
*明治大学文学部助教授
一25一
群によ る展示 の創始 が見 られ る。 当時の もっ
と も卓 抜 な展 示 理 論 と そ の 実 践 は,ヘ ン
リー ・コールのサ ウスケ ンジン トン博 物館 と
ウィ リアム ・フ ラワーによる大英 博物 館(自
然 史 博 物 館)に 見 るこ とが出 来 る(Stearn
l981,Alexander1983,Hudson1987)。特 に,
ウィ リアム ・フ ラワーによる,進 化論 に立 脚
した 自然史博物館 の展示 の改革 は,前 代 の リ
チ ャー ド ・オ ー エ ンの考 え方 を全 く否 定 す
る,極 めて先鋭的 な ものであ った。
そ して,こ うした19世 紀 の博 物館 の発達
を,基 礎 と して,博 物館専門職員 の必要性 が
叫ばれ るよ うにな り,ま た,英 国博物館協 会
が結成 され る(1889)ことにな るのが,19世
紀 も末 の ことで ある。
これ らの19世 紀,英 国 博物館 発達 史の そ
れぞ れ の エ ポ ック に関 して,や や詳 細 にわ
た って見 て い くこと としよう。
地域の学術団体と博物館
地域に各種のクラブや ソサエティーを発達





館法 と,1851年の第1回 万国博覧会 の成功
は,疑 いな く英国各地に博物館を開設 させ
る,よ り強いイ ンパクトとな ったことはいう
まで もない。










こう した変革 の原動力 は,英 国社会の,産 業
革命を経 ての成熟 の賜物 ともいえ るが,よ り
直接的 に は,『ヨー ロッパ大陸 を飲み込 むか
の勢 いを見せてい た革 命の嵐が英国 に及ぶ こ
とを懸念 して』(Pearce1990)の法整備 と福
祉政策 であ るといえ る。ここでは,博 物館 も,
『無法 な大衆 を,ビ ク トリア朝社 会の望 んだ ・
穏 当で,責 任 あ る,行 儀の いい市民 へ と変え
'て い く役割 を担 うもの』(P
earcel990)とし
て位 置付 け られた ことは疑 いな い。 ただ,博
物館法 が本来 的に は最 も深 く リンクす るべ き
教育法 だけは,な ぜか この法整 備の中か ら抜
け落 ちて い る。 これ は,当 時,初 等 教 育 を
担 っていたさまざ まなキ リス ト教組織 の,宗
派 ごとの違 いや利害 が障害 とな った ことによ
る。 これが解消 されて,英 国の学校教育 シス
テムが確立す るのは,1870年まで待 たな けれ
ばな らない。 とはい って も,当 時,博 物館 と
学校 との間 には,な ん らきちん とした関係 が
形作 られていたわけではない。
ここでは,地 方 における ソサエテ ィーの成
立 と,そ れ らの学術団体 が博物館 を創設 して
い く具 体 的 な 様 子 を,ピ ア ー ス の 論 文
(Pearcel990)に拠 りなが ら,考 古学 の分野
で見 てみよ う。
英国 の公立博物館 の考古学 コレクションの
多 くは,そ の博物 館 創設 の元 とな った 「文
学 ・哲 学」協会 な どの コ レク シ ョンが基 と
な ってお り,そ う した ソサ エテ ィー の創設.
は,多 くは19世紀初 めに求 め られ る(Lewis
1984,Pearce1990)0
1845年以前 には,ヨ ー クシャー,デ ボ ン,
エクセ ター,コ ー ンウォール,ス カーボ ロー
などの博物館 とその考古学 コレクシ ョンが,
それ ぞれ の哲学協会 によ って作 られてい るが
(1813～1829),この動 きは止 ま らず,さ らに
多 くの地方で考古学 コレク ションの収集 が進
め られる。 カ ンタベ リー文学哲学協会 の会員
によ る考古学 コ レクシ ョンの形成 は1825年
に始 ま り,1846年開館 のカ ンタベ リー市立博
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物 館へ とっ なが る。 シェーフィール ド市立博
物 館の一部 をなす ウェス トン ・パ ーク博物館
は,シ ェ フ ィール ド協 会 の コ レクシ ョンを
もって,1875年に開館 されて いる。さらに,
1849年創 設 の レス ター市 立博物 館 の考古 学
コレクシ ョンは,1835年,レスター協 会の創
設 間 もなくの時点 か らコレクシ ョン形 成が始
め られてい る。 博物館開設以 前に も,こ れ ら
'の コ レクシ ョンは,時 折,展 示公 開 されて い
るが,そ の成功 や評判 は,ま す ます博物 館開
設 の熱 を強 くさせて いる。 これ らが実 現 した
背景 に は,1845年の博物 館法 があ ることは疑
いない。
このよ うな,英 国内での考古学 的関心 の高
ま りは,1843年に,各 地 の ソサエテ ィーを し
て,英 国考 古学協 会(BritishArchaeologi-
calAssociation)を結成 させ ることにな り,
1844年に,カ ンタベ リーで初 の会議 を開催 し
てい るし,1845年には,ラ イバル組織 の考古
学会(ArchaeologicalInstitution)が設立 さ
れてい る。この二つ の組織 の創設 は,さ らに,
国 内各地 の地域 の考古学熱 を高 める ことにな
り,各 地 に考古学会 を作 らせ,コ レクシ ョン
形成 や,地 方都市 の博物館 の考古学部門 の創
設,考 古学部門 の展示 の開設 を強 く促 してい
る。地方の考古学会 は,1845年のノー フォー
ク考古学会 の創設 を皮切 りに,1846年 カ ン
ブ リア ン,サ セ ック ス,1854年 サ リー,
1857年 ケ ンテ ィシュ と続 き,1870年頃 ま
で に,ほ ぼ英国中 に創設 され,今 日に至 って
いる(Piggott1976,Pearcel990)。
この時期 は,ま さに 「博物館 法1845」が制
定 され た時期で あ り,こ れ らの考古学会 の活
動が,同 時 に極 めて重要 な考古学博物館 を創
設 して いる ことは注 目され る。例えば,ド ー
チェスターの博物館 は,、ドーセ ッ ト考古学 ・
自然史 協会 が1846年に,デ ビゼスの博物 館
は,ウ ィル トシャー考古 学 ・自然 史 協会 が
1853年に創設 した ものである。タウ ン トン,
トケ ィ,エ クセ ターなどの例 に見 るよ うに,
今 日では,こ れ らの博物館の設立団体であ る
ソサ エティーも,地 方 政府の資金を受け,そ
の要請 に従 った活動を して いるとはいうもの
の,コ レクシ ョンに関す る重要な権 利は保持
したまま,博 物館 と大 変に うまい関係にあ る
という。
19世紀 にお ける英国の考古学 は,Barrow
hunterによ って発達 した とい って も過 言 で
はな いが,彼 らの活動 によ る考古学 の コレク
シ ョンの形成 が,今 日の英 国の博物 館の考古
学 資料の相当部分 を占めて いる。 その中心 と
な ってい った コ レクターた ちは,ジ ョセ ブ ・
メイヤ ー,チ ャール ズ ・ロ ーチ ・ス ミス,
トー マス ・ライ ト,ブ ライ アン ・フォーセ ッ
ト,リ チ ャー ド・コル ト・ホ アー,ウ ィリア
ム ・カニ ング トン,ジ ョン ・スキナ ー,ウ ィ
リア ム ・マイルズ,ウ ィ リアム ・ウィリアム
スン,ト ーマ ス ・ベイ トマ ソたちである。彼
らはいずれ も,考 古学者 であ ることを職業 と
す るものたちではない。 この時代 の科学 の一
端 を支 えていたのは,ま さに,ア マチュアと
デ ィレッタン トであ った とい って も良いか も
しれない。考古学分野 ばか りでな く,民 族学
や自然史研究 において も全 く同 じよ うな動向
を見 る こ とが で き る。 アカ デ ミズ ムとア マ ・
チ ュア リズム,デ ィレッタンテ ィズ ムの蜜月
時代 とい って も良 いのであろ う。
サウスケンジン トン博物館 とヘンリー ・コール
1951年の初 の 万国博 覧会 は,総 入場者 数
6,039,195人,収益186,000ポン ド余 りと,大
変 な成功 の うちに終わ る。 ヘ ンリー ・コール
はアルバ ー ト殿下 の片腕 と して,そ の中心的
な人物で あった。 アルバ ー ト殿下 の計画 は,
当初 か ら,博 覧会 を契機 と して,そ の収 集品
と収益で,学 校,博 物館,集 会場 を備えた一
種 の工業 大学 を 創設 す る ことを含 む もので
あった。博覧会の成功 によ って,こ れは十分
に可 能 とな り,博 覧 会場 とな った ハイ ド・
パ ークの南 に接す るサ ウスケ ンジ ントンに,
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87エーカーの敷地 を買い求 め,博 覧会理事会
は,そ の まま,こ の計画 のたあの理事会 と し
て持続 す ることにな る(Alexanderl983)。
この計画の推進 の中心 になるの もヘ ン リー ・
コールで ある。
1857年には,後 に ブロ ンプ トン ・ボイ ラー
と椰楡 され るこ とになる鉄製 の建物 に,サ ウ
スケ ンジ ン トン博物館 が開館 する。 この博物
館 は,基 本的 には,万 国博覧会 の収集品 を展
示す るもので,そ の内容 は,科 学技術 と装飾
芸術 の両 者 にまたが るものであ った。 この プ
ロンプ トン ・ボイ ラーには,パ テ ン ト博物館
も同居 して いる。 これは,現 在 の科学博物館
にっ なが る もので,特 許庁 の下 にあ った博物
館で,ア ークライ トの紡績機 やステ ィーブ ン
ソンの ロケ ッ ト号 などを所持 していた。 その
後,当 初 の計画通 り,事 務所,博 物館,工 芸
学校 な どが順次,継 ぎは ぎ細工 のよ うに建 て
増 しされて いった。
アルバ ー ト殿下 とヘ ン リー ・ゴールは,当
時 の博物 館 の考 え方 一 厳選 され た珍 奇 な
物 に コレクシ ョンを制限 し,観 衆 も教養 あ る
人達,豊 かな人 たち,デ ィレッタ ン トたちを
相手 にす る とい った考え方 一 を批 判 し,
博物館 は,産 業界 に科学や芸術 を現実的 に応
用す る利 点を知 らせ,大 衆教育 の社会的価値
にその力点を置 き,よ りよい大衆娯楽 の開拓
に向 か うべ きで ある と主張 している。
1854年の サ ウス ケ ンジ ン トン博 物館 の年
報 で ヘ ン リー ・コー ルは,『博 物館 という も
の は,受 け身 の眠 ってい る機関 か も しれ な
い。百科 事典が そ うであるよ うに,知 識 のあ
る学生 が,あ る ものを知 ろ うとして見 るな ら
ば,そ こに多 くの権威 を見 いだせる ものであ
ろ う。一 方,博 物館 とい うのは,活 動 的な教
育機 関で あるか もしれない。 この博物館 は最
初か ら,断 固 と して この後者 の立場 を採 って
きた』(Colel854fromAlexanderl983)と
その考 え方を述べ ている。 同 じく,国 の博物
館で あ りなが ら,当 時の大英博物館 の考 え方
とは全 く異 なって いる。
実際 ヘ ンリー ・コールはこ うした主張 を
裏付 け る収集 一 同時代の もので もその 目
的 にか な うもの は,そ れが極めて ありふれ た
もので あって も収集 の対象 と して いる し,積
極的 に レプ リカも制作 して いる。
サウスケ ンジ ン トン博物館を主 な舞台 と し
て繰 り広 げ られ たヘ ンリー ・コールの大衆教
育 と しての博物館活動 は,博 物館 に公開 され
た図書館を付設す ること,シ リーズの講演会
の開催,夜 間開館,博 物館資料の カタログや
展示の ガイ ドブ ックの出版,一 方で は,ガ イ
ドブ ックを買え ない貧 しい者た ちにも 「今,
自分が何を見て いるのかが,分 か るように』
豊富 な題 箋 や解説 パ ネル を用意 す る こと な
ど,ほ とん ど今 日の博物館 と同 じことを実現
している。特別展の開催 もヘ ンリー ・コール
が力を入れ た もので,例 えば,マ ール ボロ ・
ハ ウスの工業博物館で は,『失敗 の原理展』と
いう特別展 を開 き,悪 い ディザ イ ン見本を展
示 し て い る。 さ ら に,1852年以 来,ヘ ン
リー ・コールは巡回展部門を組織 し,列 車 に
積載 して移動出来 るように計画 された430点
の資料,150点の額装 の絵画,写 真 を もって,
2年後 の1854年か らこれ を実施 に移 して い
る。4年 間 に,22か 所 で 巡 回展 を開 催 し,
238,882人の入場者 が あ った と記録 されて い
る(Alexander1983,Physickl982,Goodwin
1990)。また,博 物館 に レス トラ ンが付設 され









大英博物館 もその主要 な舞 台のひとっ と
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な った ところで,『種 の起源』が発表 された当
時 の,自 然史部門 の部長 は リチ ャご ド・オー
エ ン(在 職期 間1862～1884)であったが,彼
は敬度 なク リスチ ャンであ り,進 化論批判 の
急先鋒 の一人 であ った。 このため,大 英博物
館 では,自 然史部門 ばか りで な く,他 の分野
において も,進 化論 的な解釈 に対 しては,か
な り強 い反対 や抵抗 があ ったよ うに見 える。
当時,大 英博物館 は,次 々に増加す る資料
を収蔵 す る場所 す ら無 い よ うな有 り様 とな
り,拡 張,増 築 が焦眉 の問題 であ った。 さま
ざまな曲折 を経 て,自 然史部門 とその資料 を
サ ウスケ ンジン トシに新館 を建設 して移転 さ
せ ることが決定 され,そ の建築設計 をアル フ
レッ ド・ウオー ターハ ウスが行 うことにな る
(Millerl973,Stearn1981,Girouard1981)。
この結果,実 に個性 的で美 しい建物(今 日も
国立 自然史博物館 の本館 とな っている建物)
がで き,移転 が開始 されるのは1880年で,す
べての移転 には1883年までかか って いる。
リチ ャー ド・オーエ ンの新博物館 のプ ラン
は,イ ンデ ックス博物館 を中心 として,そ の
各 イ ンデ ックスに対応す る展示室 を配置 す る
もので あ ったが,そ れを貫 いてい る理論 の基
礎 は,キ リス ト教 の天地創造神話 に置 かれて
いたとい う。神 の創造 の奇跡 を讃 え,目 の当
た りにす るとい う理 念が そ の基礎 にあ った
(拙稿1991)。
これに対 して,ダ ー ウィンの強力 な後援者
であ った トーマ ス ・バ クス レイは,強 く批判
を加 えてお り,移 転 を完了 し,自 然史部 門の
部長 としての責 を果 た し,高 齢 を もって退任
す る リチ ャー ド・オーエ ンの後任 として,進
化論者 の ウィ リアム ・フラワーを推薦 して大
英博物館(自 然史博物館)の 初代館長 に据 え
ることに成功 す る(Stearn1981)。
ウィ リア ム ・フラワーは,1884年,館長 に
就任す ると,リ チ ャー ド・オーエ ンの展示 を
全 く破棄 して,進 化論 に基礎 を置いた展示 と
して再構築 してい く。 その展示 の一部 は,現
在 も国立自然史博物館の一部に見ることが出













ピッ ト・リヴ ァー スとその博物館
博物館 における進化論 の主張 は,大 英博物
館(自 然史博物館)ば か りでな く,考 古学や
民族学 の博物館 に も及 んで いる。
『種の起 源』 に先立 っ デ ンマ ークのク リス
チ ャン ・ヨルゲ ンセ ン ・トムセ ンの三時代法
の提唱 は,1836年に遡 るが,こ の考 え方 も,
ある種 の進化論的解釈 であろ う。英 国にこの
考 え方が伝 え られ るのは,英 語版 の トムセ ン
の 「北 方の古 代遺物への ガイ ド』(1848)とワ
ル ソーによる 『デ ンマー ク原始時代 の遺物』
(1849)によ る(Daniel1975)。
この影響 は,必 ず しも急速 に広 が ったわけ
ではないが,1850～1870年代 の大英 博物館か
ら刊 行 されて い るガ イ ドブ ックを見 る と,
徐 々に この考 え方 が受 け入 れ られてい く様子
が伺 える(拙 稿1989)。しか しなが ら,石器
時代 に関 していえば,そ の主人公 を どう考 え
るのかにっいては,天 地創造神話 との間で の
混乱 はなお色濃 い ものであ る。
明確 な進化論的 な歴史観 や編年観 が,英 国
の博物館 に登場 す るの は,ア ウグス トス ・ヘ
ン リー ・ピッ ト・リヴァー スの博物 館が最初
で はなか ろ うか。 ピッ ト ・リヴ ァース は,
ダー ウィンやその後援者 であ った トーマス ・
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バ クス レイの友人 で もあ り,ダ ー ウィ ンの進
化論 に対 す るこの分野で の追従者 であ った。
ピッ ト・リヴ ァー スは,軍 人 であ り,当 初
は銃 器の コ レク ションで著名 で,こ れを型式
的 に区分 して,そ の歴 史的 発展 を述 べて い
る。 しだい にコ レクションは他 の武器 に も及
んで,考 古学的資料 や民族学 的資料 を豊富 に
包括 す るよ うになる。1870年代 に は,彼 の コ
レク シ ョ ンは博物 館 を開設 で き るまで にな
り,14,000点にのぼ る資料が,進 化論 的原理
によ って配列,展 示 され,同 時 に,そ の考 え
方 は 『文化 の進化 』(1875)として刊行 されて
い る。これ らの資料 の展示 は,最 初 は自宅 に,
次 いで,サ ウスケ ンジン トン博物館 のベ スナ
ル ・グ リー ン分館 に,そ して,最 終 的 には
1883年には,オ ックスフ ォー ド大学 に寄贈 さ
れ,ピ ッ ト ・ リ ヴ ァー ス博 物 館 と な る
(Hudsonl987,Pearce1990,Bowden1991)。
ピッ ト・リヴ ァースの考古学へ の関心 は,
1880年代 には,自 身 で発掘調査 を行 うまでに
な り,ク ラ ンボー ン ・チ ェイ スの一連 の調 査
を実施 し,そ の報告書 を刊行 するが,こ の発
掘 資料ばか りで な く,同 時 に,精 力的に考古
学遺 物の収集,民 族 資料 の収集 を行 って,自
身 の家であ るフ ァー ンハ ムに博物館 を作 る。
この博物館 は,野 生動物園,野 外劇場,来 館
者用 の休憩施設,農 場,ピ クニ ック ・エ リア,
ホテル などを持つ大規模 な もので,1970年,
財政 的 に維持困難 とな り閉鎖 され るまで続 い
てい る(Pearce1990,Hudson1987,Bowden
1991)。
この フ ァー ンハム博物館 は,当 時,全 く例
のない博物館で あ った といえよ う。考古学 資
料 とと もに,人 類学,社 会史,民 族学 の資料
を包括 し,広 大 な敷 地に,野 外施 設を含んで
構 成 されて いた もので,来 館者 に さまざまな
レジ ャー活動 を提供 していた。 それ らが,い
ずれ も,博 物館へ,し ば しば相 当遠方 か らも,
人を吸 い寄 せる ことにな った。
その よ うな博 物 館 につ いて,ピ ッ ト ・ リ
ヴァースは,次 のようにその理念を語 っている。
大英 博物館 の よ うな博物館 を,「私 は参考
博物館(MuseumofReference)と呼 びた
い。 あ るい は,も っ と適 切 に は研究 博物 館
(MuseumofResearch)と呼 ぶ べ き だ ろ
う。』 だ が,私 の 博 物 館 は,『教 育 博 物 館
(EducationalMuseum)であ り,そ こでは
来館者 自身 が,自 分 自身 を教 える所 なのであ
る』`(Pitt-Rivers1891fromHudsonl987)
と。
そ して,そ の教育 の主題 は,『大衆 自身 の手
に政治的 な権力 を認 め ることが正 しい ことだ
と,兼 ねて考 え られて きている。 だが,大 衆
は無知で あ り,そ の知識 は無知 ゆえに沼地 の
底 に沈 め られている。 かな りの数 の教養 ある
人 たち と無教養 の人 たちが,と もに この こと
を明 らか に保証 してい る。彼等 に欠 けている
知識 は,歴 史 の知識 である。 これが,彼 らを
デマ ゴーグや ア ジテ ー ターの も くろみの前
に,自 分 自身 を投 げ出 させ ることになる。 こ
のデマ ゴー グやア ジテー ターたちは,過 去 の
歴史 と彼 らを切 り離 そ うと努力 し,悪 弊 とと
もにそのまま過 ごすための治療法 を求 め,こ
れまでの経験 の認 め るところでない,ド ラス
テ ィックな変化 の中に,将 来 の発展 の手段 を
求 め る者 たちであ る。 そ うした経験 を与 えて
くれ るのは,他 で もない歴史 の知識 なのであ
る』 し,「自然の法則 にはジ ャンプはない』と
い う ことを銘記 しな くて はな らな い(Pitt-
Riversl891fromHudsonl987),とい うも
のであ った。
ここに は,ヘ ン リー ・コール とは また違 っ
た博物 館 教育論 が見 て とれ るが,い ずれ も
ヴィク トリア朝社会 の中で醸成 された教育哲
学 を色濃 く見 せてい るといえ る。
博物館 のガイ ドブ ック
博 物館 の ガイ ドブ ックが登 場す るの も19
世紀 の こととい って良 か ろう。Cabinetの頃
より,そ の コ レクシ ョンの カタログは,数 多
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く出版 され て い るが,博 物館 来 館者 の た め
に,展 示を解説 した出版物が現れ るようにな
るの は,博 物館を公共教育の機関 とす る認識
の広が りと,博 物館利用者 の層が,一 般 に も
相当の広が りを見せ るよ うにな って きた証拠
で もあろう。
す で に触 れ たよ うに,ヘ ン リー ・コー ル
は,サ ウスケ ンジ ン トン博物館 の事業 と して
ガイ ドブ ックの編集,出 版 を行 っているが,
この 種 の博 物 館 の ガイ ドブ ック と して は,
『大英 博物館の美術品 ガイ ド』(1826)が,最
も早 い もので あ ろ う。 もっと も,既 に1808
年,1810年には,展 示 の概要 を示す シノプス
は作 られてお り,1810年の もの は一般に も入
手 で きた とい う(Grewall991)。その後,今
日まで,大 英博物 館は,各 種の ガイ ドブ ック
を発行 して きてい るが,そ の時代時代を反映
す る編集 が見て とれ る。
ヴィク トリア朝英国の大英博物館の ガイ ド
ブックは,や はり時代を反映 して,当 時の教
育 観 一 無知 な大衆 を教化 し,良 識 あ るナ
シ ョナ リス トに して大 英帝 国 の一 員 た る自
覚,誇 り,責任 を助長 す る一 とい った観念
が強 くうかがえ るとい う(Grewal1991)。実
際の ガイ ドブ ックにつ いて,こ れを検証す る
ことがで きて いないため,こ れ以上 の論議 は
差 し控 え るが,『ロ ン ドンの学 芸』(Becker
1874)などの論調 か らも,こ れ は肯首 で きる
ところで ある。
英国博物館協会の成立 と博物館 専門職員
地方都市 での博物館 の増加 の著 しいのが,
19世紀英 国の博物 館史の特徴で あるが,そ の
多 くは,施 設 として十 分な もので はなか った
よ うであ るし,そ の コ レクシ ョンや展示 にっ
いて も,多 くの問題が あった よ うで ある。
1877年には,有 名 なネーチ ャー誌 が,『博
物館 の リフォーム』 とい うタイ トルの特集を
組 ん で い る。 この特 集 に力 を入 れ た オー エ
ン ・カ レッジ,マ ンチェス ター博物館の ボイ
ド・ドーキ ンス教授 は,諸 外国 の博物館 は,
『良 く管理 され,上 手 に配列 されてお り,その
資料 も個人 のコ レクシ ョンに頼 ってはいない
のに対 して』,英国で は,『博物館 は,あ る種
のバ ザーか,個 人 の邸宅 に飾 るに不 向きな雑
多 な珍奇 な ものの入 れ物 に過 ぎない。 あるい
はまた,資 料 が込 み合 って詰 め込 まれて いた
り,あ るいは,場 所 を作 るために肝 心の もの
が しまい込 まれていた りす るために,そ れ自
体 は価値 あ るものの集 ま りで はあ って も,全
く実 際的な 目的に対 しては価値 の無 い構成 が
さ れ て い る』(Dawkins1876fromLewis
l989)と批判 してい る。 この批 判の主たる対
象は,個 人や ソサエテ ィーの コ レクシ ョンに
頼 ってい る大多数 の地 方の博物館で あるが,
'その批判 は ほとん ど真実の姿を指摘 した もの
とな ってい るよ うだ。
この ネイチャーの論説 に対 して,ウ ィ リア
ム ・フ ラワー とボ イ ド ・ドーキ ンスが応 え
て,博 物館協会の結成 というアイデ ィアを打
ち出す。そ して,こ れ に応え て,シ ェフィー
ル ドの ウェス トン ・パ ー ク博 物館 のキ ュ ー
レ一夕ー,エ ラ ィジャ ・ホワースは,当 時,
さまざまな専門職集団が協会組織 を作 って お
り,図書館司書 も協会組織を,前 年 の1877年
に は作 って い る ことか ら,博 物 館 のキ ュー
レ一 夕ー も,同 様 な組織 を作 るべ きであ り,
協力 して博物館 の改革 を してい こうと呼 びか
ける。 しか し,こ の時 の呼 びかけ には,結 局
十分 な反応 はな く,こ の時点 での博物館協会
の結成 には至 らなか った。
た だ,こ の ネ イチ ャー誌 の 『博 物館 の リ
フォー ム』 特集 は,そ の後 も繰 り返 されてお
り,そ の中で,博 物 館専 門職 員について,論
議 が行 われてい る。 グラスゴーの ケル ビング
ロー ブ博 物館 の キ ュー レ一 夕ー に就任 した
ジェイ ムズ ・ペ イ トンは,「スペ シ ャリス ト
は,科 学の前進 の ため に不可欠で はあ るが,
博物 館 の キ ュー レー ター と して は具合 が 悪


































て見 ると,そ の後,今 日に至 るまで論議 され
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MuseumHistoryinBritain.Part2.
CharacteristicFeaturesofMuseumDevelopmentinl9thCentury
YAJIMAKunio
In19thcentury,therewasremarkabledevelopmentofmuseumsinBritain.Thatfeature
shouldbecharacterizedbyfollowingepisodes..'
①Remarkableincreaseofmuseumnumberswascausedbyestablishinglocalmuseums.This
would.mainlyderivefrom"themuseumact1845"andthesuccessoftheGreatExhibitionheld
attheHydePark,London.
②AndthistrendshouldbesupPortedbycollectionfeaveralloverthecountry.Many
amateursanddilettantesdevotedtheirfeavertocollectnaturalhistoryspecimensandar-
chaeologicalremains.TheymightbedescendantsofTradescant,Slone,etal..Probablythis
trendacceleratedestablishingmanylocalSocietiesandthentheseSocietieswantedtohave
theirownmuseums.
③Also,in19thcentury,severalmuseumstaffsarguedtheprincipleofmuseum,onearound
educationalfunctionsandtheirprograms,andanotheronacceptingtheideaofevolution.Ithad
beenmentionedthateducationaleffectswereoneofbasicprincipleofmuseum,butitshouldbe
thefirstimportanttheoryofmuseumeducationmentionedbyPrinceAlbertandSirHenryCole
inthecourseofestablishingtheSouthKensingtonMuseum.Anditshouldbeimportantthat
Colehaddeveropedmanyeducationalprograms.
④Museumexhibitionshadbeenchangedbytheacceptingtheideaofevolution.Themost
remarkablechangewasdoneattheBritishMuseum(NaturalHistory)bySirWilliamFlower.
Thiswouldbeasymbolofthevictoryoftheevolution.
⑤Riseoftheeducationaltendencyofthemuseumcouldbe,also,seentheguidebook.In19th
century,guidebooksofthemuseumwerepopuler.Wecanobserbtheeducationalemotionsand
Victoriantendenciesofthethoughtaboutpubliceducation.
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